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http://www.shinfujin.gr.jp Ⓒ新日本婦人の会2024年本号は特別編集で

１�８面見開きです。

新日本婦人の会目的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命をまもります

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止します

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわせのため

に力をあわせます

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をかちとります

☆世界の女性と手をつなぎ永遠の平和をうちたてます

訂正も「不明」

だらけ

協議の場に

出席した

書籍代に

3470万円

街頭で声を集めると「私も書きたい」と人だ

かり。スタンディングや班、小組でも声を集

め、萩生田議員の事務所へ（八王子支部、２

面詳細）

西村議員の国会事務所と明

石市の地元事務所に要請。

「節約して暮らしているの

に、裏金ってどういうこと

ですか」と詰め寄った

私の地域の裏金議員は

自民党の裏金問題の真相にフタをして、幕引

きなんてとんでもない！―物価高に日々あえぐ

女性や国民の悲鳴をよそに、政党助成金ととも

にパーティ券の企業献金もフトコロに入れ、政

治をゆがめてきました。なぜ、切実な暮らしや

ジェンダー、平和の願いに背をむける政治が続

くのか、ここにカラクリが。裏金議員の国会証

人喚問で経緯や使途などを徹底解明し、団体・

企業献金は全面禁止、選挙で金権腐敗一掃を

と、新婦人に入って一緒に声をあげましょう。

政治倫理審査会の日に駅前で緊急宣伝。

「自民党に言いたい」シール投票に次つぎ

自民党「派閥による政治資金パーティーに関する全議員調査結果」（２月13日発表）から。５年間のみ、85人計5．7億円超。そ

の後も新たに発覚など氷山の一角。役職は「国会便覧」等から。 は起訴済。 ※１自民調査後、しんぶん「赤旗」日曜版

２月25日号スクープで発覚。 ※２改選年に裏金が急増、選挙に使われたのではと国会で追及されている。


